


SW工 議モデ〕しの埋設終3後、排出口とあけて散鱗と夕しずつ鵜卜出す3。 こ吼によ

って垂道=壁面ともっsWェ 琺の擁壁バ党政する。 この擁蜃は、あたハt施工t上

部か5逐次卜行,乙条ヽヽたのと同じ結果と年,こ 1〕る。"L壁の自立t確認し、た競尋

ゴと晩のこた力泉綺と行う。

表―11=実硬食ケースと示し●。ロックポlし

卜tデ l Lの最 大長 31輌 は、製作 した Iホ
゜
キン

樹R呂なか5豫取でとに最大寸スにすぎあい。

図-2に 等色線写真の
~部 七′ 回 -3卜 図―

2に 対応す3軸 力分布Elた示し仁。 このよう

に重力場にかけ5現 象た計測ぞと|こ とは、

この種の術界に痴力泉結議バ利用で
1さ5=と こ示しこヽ 3ヽ.

0)す ヾり線の盤霜 :用 1`に実熙け曽は:01x800x500 mmで、

片面は辱セ15・
いのアクリLな となっている。だ〕L卜の断面は

50x98mぃ、義面7・し―卜のたととはつスloox,8いいで`あ3。 こ

デ'しのセットはた騨桂9場合 L全く同じであ5。 SWI去 毛

デ'しの建設終5後 、排出口七あけて散騨と少量ずつ桐)出す3

表 -1 実 験 ケ
ー ス
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※  モ デル破授 ,実験 の継続 不可能 となる。

図-2 等 色綸写真 (ロックボル トモデル長37.O om)

か、この排出の注懇ですバリゾーンの観簾と日視と写真撮影で有,卜。図

-4に 観燿]写真の
一句と示す。

4 実 験結果の竜宋

これSの史嚇 異に基ザと操似擁壁とロックポ,し卜の作用効果とめぐ3'

点と述べれば、

① 晰懃りJな壁は、ロックポL卜あ張カヘ熟面フ・L― 卜と通じて作用する背面

上圧につり合うしとによ,こ形け2た、ロックポ)し卜の張力は光山との相丼

変位によって発生す3.

② 同~長このロックポL卜によ3晰触拠 Lは、lt山によ3ツイルうォール

(SW)と してたわみ性擁量土形成す3.

0 ロ ックボlL卜の上圧卜対す3抵抗形起は、ロックポ)L卜の針面卜‖ウ3

譴墨位置|=よ,こ異は3.

④ Dッ クポ,L卜打脚 蠍 擁壁形寂域)では,ほ ぼポルト軸線にお,

てすベリ偉武養生し、lL表へ向ぅ曲線すベリ線はとの工職より奥卜生ず3.  0

⑤ 揃M笑嘲凛整のす定は、ロックI「iL卜打認凛攣減をソイにウォーLとをぇtと  ,0

のウ定と擁壁卜作用す3土圧よ卜は斜面のすパ
1リ
ウi r3どにお,こ評価す3 船 20

ことかでと、ロックポ:に卜に,1に は、引拒ユ紙社力か背面キ圧
卜つり合う 臓 30

ことで温苛3ことよびと3。               H■
5  お わりに                             4 0

重力場の現象として斜面にIJれした∩ックポ
・
L卜のん力と計測す3ことは  50

困難であ,Fょ 、た'HL実験と痢nす6=と によ,こ との可能性と見い出す  。。

こと駅ずさに。S VVエムの'足卜関す3理論的t付けのあな3す′たち面ヘ

のたR卜し役止っとミう。なみ 奥5農と行う卜当トリ当時ホ尊挙生の夫ウれ

君の助力ぷあ,卜ことと認し開指ヒトがえ3.

法面 ブレー ト内側か らの距離

図- 3  軸 力分布図 ( L = 3 7 . O c m )

図-4 す べリノーンの観測写真
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図-5  壁 面土圧分布
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図― :  実 験僣 と実験法の説明図
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